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反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
的
に
も
、
選
挙
権
を
与
え
ら

れ
て
い
る
年
齢
が
日
本
よ
り
も
低
い
国
が

多
く
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
一
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

選
挙
権
は
、
今
で
こ
そ
一
定
年
齢
以
上

の
全
て
の
人
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
に
な
る
ま
で
は
長
い
年
月
を
要

し
ま
し
た
。１
８
８
９（
明
治
22
）年
、衆
議

院
議
員
選
挙
法
が
公
布
さ
れ
、
当
初
は

「
25
歳
以
上
の
男
子
」
で
、ご
く
一
部
の
高

額
納
税
者
に
限
り
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
何
度
も
の
改
正
を
経
て
、

１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に
「
25
歳
以
上

の
男
子
」
全
員
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。女
性
に
参
政
権
が
導
入
さ
れ
た
の

は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）年
。こ
こ
で「
20

歳
以
上
の
男
女
」に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
正
期
は「
経
済
的
な
格
差
」を
、昭
和

期
は「
性
別
の
格
差
」を
、平
成
期
は「
世
代

の
格
差
」
を
是
正
す
る
改
革
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。70
年
ぶ
り
の
法
改
正
は
、未
来

の
日
本
の
国
づ
く
り
に
、よ
り
幅
広
い
世

代
が
関
与
す
る
環
境
を
整
え
た
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
７
月
の
第
24
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、全
国
で
約

２
４
０
万
人
、本
市
で
約
１
５
０
０
人
の

18
、
19
歳
の
有
権
者
が
新
た
に
投
票
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

政
治
は
投
票
結
果
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

当
選
す
る
た
め
、よ
り
投
票
率
の
高
い
年

齢
層
の
意
見
を
反
映
し
が
ち
と
の
意
見
が

あ
り
ま
す
。若
い
世
代
の
問
題
や
意
見
が
、

政
治
に
反
映
さ
れ
に
く
い
と
指
摘
さ
れ
る

の
は
、
こ
の
あ
た
り
に
理
由
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
考
え
方
は
、
住
む
地

域
や
世
代
な
ど
で
違
い
ま
す
。
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
子
育
て
支
援
や
雇
用

の
創
出
な
ど
、
10
人
い
れ
ば
十
通
り
の
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
が
住
み
よ

い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、
自
身
の
意
見

を
届
け
る
こ
と
が
大
切
。
こ
の
意
見
を
届

け
る
行
動
が
、
選
挙
で
投
票
を
す
る
こ
と

な
の
で
す
。

進
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
条
例
や
予
算
の
決
定
な
ど

の
ほ
か
、
国
へ
の
意
見
書
提
出
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
市
長
や
議
員
は
、
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
良
い
市
政

の
実
現
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
選

挙
は
、
私
た
ち
の
社
会
生
活
に
密
接
に
関

係
し
て
い
る
大
切
な
権
利
な
の
で
す
。

　

選
挙
権
年
齢
を
こ
れ
ま
で
の「
20
歳
以

上
」か
ら「
18
歳
以
上
」に
引
き
下
げ
る
改

正
公
職
選
挙
法
が
昨
年
６
月
19
日
、
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
若
い
世
代
の
割
合
が
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

よ
り
多
く
の
若
い
世
代
の
意
見
を
政
治
に

　
「
選
挙
」は
生
活
や
社
会
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
、
自
分
た
ち
の
意
見
を
反
映
さ
せ

て
く
れ
る
代
表
者
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。選
挙

で
選
ば
れ
た
人
は
、私
た
ち
の
意
見
や
考
え

を
国
、県
や
市
区
町
村
の
議
会
で
政
治
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
話
し
合
い
を
し
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
市
民
の
代
表
者
と
し
て
市

長
や
議
員
を
選
び
ま
す
。市
長
は
執
行
者

と
し
て
市
政
を
担
い
、議
会
は
そ
れ
が
正

し
く
進
め
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。議
会
の
結
果
に
従
い
、市
政
を

進
め
る
の
が
、市
長
、教
育
委
員
会
や
農
業

委
員
会
な
ど
の
執
行
機
関
で
す
。
議
会
と

執
行
機
関
は
対
等
な
立
場
に
あ
り
、
お
互

い
に
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
市
政
を
推

■

■

■

❶市長が議案を説明 
❷議員が議案について質問 
❸議案について、賛成するかしないかを
　決定

❷ ❸
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４
月
23
日
に
登
米
市
長
選
挙
・
登
米
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
を
執
行
し
ま
す
。本

市
に
住
む
、
私
た
ち
の
生
活
に
直
結
す
る

大
切
な
選
挙
で
す
。平
成
17
年
４
月
29
日
、

本
市
が
誕
生
し
て
初
め
て
執
行
し
た
選
挙

の
投
票
率
は
、市
長
選
挙
82
・
49
㌫
、市
議

会
議
員
選
挙
82
・
51
㌫
。25
年
４
月
21
日
執

行
の
選
挙
は
、市
長
選
挙
69
・
61
㌫
、市
議

会
議
員
選
挙
69
・
61
㌫
と
、そ
れ
ぞ
れ
約
13

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

（
県
選
挙
区
）の
投
票
率
は
50
・
33
㌫
と
、

県
内
35
市
町
村
中
31
番
目
に
低
い
値
で
し

た
。年
代
別
で
は
最
高
が
65
〜
69
歳
で
73
・

58
㌫
、最
低
が
20
〜
24
歳
で
20
・
39
㌫
。年

代
が
下
が
る
ほ
ど
投
票
率
が
低
下
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
挙
権
は
18
歳
以
上
に
な
り
ま
し
た

が
、国
会
議
員
被
選
挙
権
は
30
歳
以
上
、

市
区
町
村
議
員
で
も
25
歳
以
上
で
す
。投

票
す
る
側
と
さ
れ
る
側
に
世
代
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
ま
れ
ま
す
。
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
か

ら
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、互
い
の
声
を

聴
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。選
挙
は
、私

た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
機
会
で
あ
る
と
同
時

に
、世
代
を
超
え
て
意
見
交
換
す
る
絶
好

の
機
会
な
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
条
例
や
予
算
の
決
定
、ま

0

10

20

30

40

50

60

70

80

80 以上75 ～ 7970 ～ 7465 ～ 6960 ～ 6455 ～ 5950 ～ 5445 ～ 4940 ～ 4435 ～ 3930 ～ 3425 ～ 2920 ～ 2418 ～ 19

ち
づ
く
り
の
施
策
な
ど
、大
き
な
問
題
ば

か
り
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。一
般
質
問
は
、私
た
ち
の
生
活

の
身
近
な
課
題
、日
常
の
困
り
ご
と
に
も

及
び
ま
す
。例
え
ば
、冬
場
で
あ
れ
ば
除
雪

の
対
応
、夏
場
で
あ
れ
ば
道
路
脇
の
除
草

処
理
な
ど
が
質
問
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、地

域
か
ら
議
員
に
届
け
ら
れ
た
意
見
。小
さ

な
声
で
も
議
会
に
届
く
の
で
す
。市
長
や

議
員
に
意
見
を
届
け
る
の
は
、政
治
な
ど

に
興
味
を
持
っ
た
高
年
齢
層
が
多
く
な
り

が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、昔
は
若
い
世
代
も
数
多
く
意

見
を
届
け
て
い
ま
し
た
。地
域
の
つ
な
が

り
が
密
接
だ
っ
た
か
ら
で
す
。今
か
ら
40

年
ほ
ど
前
ま
で
は
、行
政
区
単
位
で
の
夏

祭
り
は
当
た
り
前
。祭
り
の
集
ま
り
に
は
、

老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
地
域
民
が
集
ま

り
ま
す
。人
が
集
ま
れ
ば
、祭
り
だ
け
で
は

な
く
、普
段
の
生
活
の
話
に
も
。そ
こ
で
、

議
員
は
年
代
を
問
わ
ず
、地
域
の
問
題
な

ど
を
聞
き
、議
会
で
議
題
と
し
た
の
で
す
。

　

祭
り
の
話
は
一
例
で
す
が
、一
昔
前
は

「
寄
り
合
い
」の
中
で
、異
世
代
間
交
流
が

あ
り
、顔
の
見
え
る
関
係
が
築
か
れ
て
い

ま
し
た
。顔
が
見
え
意
見
が
届
け
ば
、必

然
的
に
投
票
率
も
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
が
、投
票

率
向
上
の
一
つ
の
鍵
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
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が
２
０
１
５
年
に
実
施
し
た
第
47
回
衆

院
選
全
国
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
20
〜

30
代
の
棄
権
理
由
と
し
て
多
か
っ
た
の

は
、「
選
挙
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た

か
ら（
32
・
２
㌫
）」。
年
代
が
上
が
る
に

連
れ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。
60
歳
以
上
は

「
解
散
理
由
に
納
得
が
い
か
な
か
っ
た
か

ら（
24
・
８
㌫
）」が
最
も
多
く
、
年
代
が

下
が
る
に
連
れ
て
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
若
い
世
代
ほ
ど
選
挙
に
関
心
が
な

か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

子
育
て
、親
の
介
護
や
自
分
の
老
後
な

ど
、今
は
関
係
な
く
て
も
、い
ず
れ
や
っ
て

く
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
１
人

だ
け
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
」「
投
票
し
た

い
人
が
い
な
い
」と
棄
権
し
て
は
、何
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。１
人
だ
け
で
は
何
も
変
わ

ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
れ
ば
、選
挙
運
動

で
知
人
に
投
票
を
依
頼
す
る
―
。自
分
の

考
え
と
同
じ
候
補
者
が
い
な
け
れ
ば
、近

い
人
に
投
票
す
る
―
。そ
の
よ
う
に
意
見

を
伝
え
て
い
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

第
24
回
参
院
選
後
、
全
国
の
18
〜
24
歳

を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、
高
校
で
選
挙

に
関
す
る
授
業
が
あ
っ
た
人
と
な
か
っ
た

人
の
投
票
行
動
を「
18
、
19
歳
」と「
20
〜

24
歳
」に
分
け
て
見
る
と
、ど
ち
ら
も
受
け

た
こ
と
が
あ
る
人
の
方
が
、な
か
っ
た
人

よ
り
投
票
に
行
っ
た
と
回
答
。選
挙
を
学

ぶ
機
会
の
必
要
性
が
読
み
取
れ
ま
す
。選

挙
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
行
政
、学
校
や

地
域
が
つ
く
る
こ
と
で
、関
心
を
持
つ
人

が
増
え
、よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意

見
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

その他（3.7 ㌫）

選挙に行ったほうがなんとなくいいと思ったから（31.9 ㌫）

選挙年齢引き下げ後に初めて行われた国政選挙だったから（18.3 ㌫）

投票をするのは国民の義務だから（42.8 ㌫）

政治をよくするためには、投票することが大事だから（41.0 ㌫）

親や先生から投票に行くように言われたから（17.5 ㌫）

若い人の声を政治に届けたかったから（28.0 ㌫）

支持政党があった、または当選させたい候補者がいた（16.9 ㌫）

【参考】
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　選挙では、20 歳から投票して
います。最初は、あまり関心がな
かったので、親に言われるがまま
投票していました。結婚して子ど
もが生まれると、医療費や教育な
ど子育て関連の施策に関心を持つ
ようになりました。現在は、子育
て関連に注目しながら投票してい
ます。
　私は事故で体に障がいがあり、
長時間立ったり重い物を持ったり
できません。現在、求職活動をし
ていますが、ハンデがあると選択
肢が少なくなる厳しさを実感して
います。どのような人でも働きや
すい環境を整えてほしいです。

　教育、防災や道路整備に関心を
持ち、投票しています。若い人た
ちの投票率の低下は、核家族化な
ど家庭環境の変化もあると思いま
す。昔は、家族だんらんで祖父母
や両親が選挙の話をしましたが、
そういうことがなくなってきたな
と感じます。
　投票した候補者が当選したから
といって、頼ってばかりではよい
まちづくりはできないと思いま
す。有権者全ての意見を政治に反
映させるのは難しいことです。政
治でできないことを私たちがする
ことで、理想のまちを創れるので
はないでしょうか。

　選挙権年齢の引き下げは、高校
の授業で知りました。年代に偏ら
ない意見が多く出るのはいいこと
です。投票率を上げるためには、
有権者に自分のことだと感じても
らうことが大切だと思います。そ
のためには、行政や候補者の考え
をもっと分かりやすく伝えていく
必要があると思います。
　選挙運動のことは知りませんで
した。ＳＮＳなどでインターネッ
トを使った運動ができるというこ
となので、１票では変わらないと
思っている人にとっても、手軽に
同じ考えの人を集めるきっかけに
なるのではないでしょうか。
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近
代
日
本
の
繁
栄
は
、
多
く
の

先
人
た
ち
や
若
い
頃
の
シ
ル
バ
ー

世
代
が
一
生
懸
命
に
築
い
て
き
た

財
産
で
す
。現
在
の
若
い
世
代
は
、

特
に
意
識
す
る
こ
と
も
な
く
、
そ

の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
き
た
と
も

言
え
ま
す
。

　

月
日
が
た
て
ば
、
若
い
世
代
も

シ
ル
バ
ー
世
代
。
そ
の
時
に
な
っ

て
、
こ
ん
な
未
来
は
望
ん
で
い
な

か
っ
た
と
声
を
上
げ
て
も
手
遅
れ

で
す
。
今
か
ら
政
治
に
関
心
を
持

ち
、
私
た
ち
の
代
表
で
あ
る
首
長

や
議
員
な
ど
と
意
見
を
交
わ
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
事
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
こ
が
あ
な
た
の
声
を
直
接
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
り
機

会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

重
要
な
の
は
、
選
挙
制
度
の
改

革
で
は
な
く
、
日
常
の
意
識
の
改

革
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
声
を
上
げ
る
こ
と
。

そ
し
て
、
そ
の
声
を
「
一
票
」
に

代
え
て
投
じ
て
い
く
こ
と
が
、
本

市
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
第
一

歩
と
な
り
、
未
来
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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　「救急救護功労感謝状贈呈式」は２月15日、やまや佐
沼店で開かれ、市消防本部から同店店長の富士原進

しん

也
や

さんに感謝状が贈呈されました。
　富士原さんは、昨年11月20日午後４時ごろ、同店内で
人が倒れる音を聴き直行。市内在住の 60 代男性が心肺
停止状態となっていたため、社員に 119 番通報と、近
隣ホテルのＡＥＤを取りに行くよう指示しました。救
急車が到着するまで、居合わせた２人の女性客と心臓
マッサージなど、適切な処置で倒れた男性の命を救い
ました。富士原さんは「職場で講習を受けたので対応で
きました。助かってよかった」と話していました。

鈴木軍
いく

雄
お

消防長は「適切な判断と行動で命が救われました。協力
いただいた皆さんのお陰です」と感謝していました

　豊里小・中学校（田辺昭
あき

浩
ひ ろ

校長、児童生徒数562人）の
５年生48人を対象にした「サケ放流体験事業」（北上川
漁業協同組合、同組合豊里支部主催）は２月21日、豊里
水辺の公園で開かれ、児童たちは約 10万匹のサケの稚
魚を旧北上川に放流しました。
　サケ放流体験事業は、稚魚の放流体験を通して、自然
と命の大切を学んでもらうことが目的。児童たちは、バ
ケツに入れた稚魚を無事に戻ってくるよう願いを込め
て、雨どいから川へ放ちました。杉山嘉

よし

崇
た か

君は「命をつ
なげる大切さが分かりました。サケが無事に戻ってく
る姿を見たい」と再会を期待しました。

稚魚に衝撃を与えないよう、静かに放流する児童たち。４、５年
後、成長したサケの２～３％が戻ってくるといわれています

　国指定重要無形民俗文化財の「米川の水かぶり」は２
月 12日、東和町米川地内で開かれ、わら装束をまとい、
神の使いに化身した男衆約30人が、家々に水を掛けて
火伏せをしました。
　米川の水かぶりは、800 年以上続き、毎年２月の初
午の日に催される行事。火の神の印である、かまどの
すすを顔に塗った男衆は、肩と腰にしめ縄を着け、わ
ら装束姿で秋葉山大権現に祈願し、来訪神になります。
男衆が五日町地区を水を掛けながら歩くと、訪れた人
たちは、火伏せのお守りにしようと先を争ってわらを
引き抜いていました。　

男衆が掛ける水を、頭からかぶりずぶぬれの子どもたち。男衆に
「顔にすすを付けて」とねだる姿が見られました
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　第18回自主企画展「石ﾉ森ふるさとマンガ作品展」
は２月11日から３月12日まで、石ﾉ森章太郎ふるさと
記念館で開かれました。
　市内幼稚園、保育所、小中学校、県内の高校から作品
を募った自主企画展は、漫画を通じた青少年の健全育
成が目的。三浦優

ゆう

子
こ

さん＝石越町第四＝は「孫が作品
を出品しているので来ました。ロボコンのテストの点
数が０点など、細かいところまでよく観察しています
ね。それぞれ創意工夫されており、見ていて飽きない。
来年もまた見に来ます」と子どもたちの着眼点に感心
していました。

石ﾉ森ヒーロー作品絵画、造形の部、マンガオリジナル作品イラ
ストなど５部門、298点が展示されました

　登米高（西塚久
ひさ

良
よ し

校長、生徒382人）の「商業科閉科式」
は２月28日、同校体育館で開かれ、47年間の歴史に幕を
閉じました。
　閉科式は全校生徒が出席し、西塚校長は「商業科は、
商業の知識と技術を習得し、現代社会に適応できる人
間を育成していきました。支援いただいた多くの方々
に感謝します」とあいさつ。商業科３年を代表して、伊
藤昌

まさ

輝
き

さんが「商業のイロハを教えてくれた先生たち
に感謝しています。仲間と過ごした３年間は忘れませ
ん。商業科の生徒であったことを誇りに思っています」
と感謝の気持ちを込めて別れを告げました。

閉科式に先立ち、同科３年生が閉科発表をしました。スライドを
使い、商業科の歴史や３年間取り組んだ課題研究などを紹介

親や友達などの手を借り、みんなで協力しての工作も、子ども
たちにとっては新鮮な体験でした

　「ダンボールランドであそぼ！」（子どものあそび場
を考える会＠米川主催）は２月26日、米川公民館で開か
れ、米川地域内外から約80人の親子連れが訪れ、ダンボ
ール遊びを楽しみました。
　ダンボールランドであそぼ！は、子どもたちが昔の
ように外で遊ぶことのきっかけづくりを目的に初めて
開催。子どもたちは、それぞれ創意工夫を凝らして、家
を作りおままごと、車を作りレースごっこなどをし、楽
しい時間を過ごしました。役員を務め、自身も親子で参
加した後藤裕

ひろ

子
こ

さん＝米川１区＝は「時間を忘れて楽
しんでくれて何より」とうれしそうでした。
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め
て
い
ま
す
。依
然
と
し
て
、国
や
県
な
ど

へ
の
依
存
度
が
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、子
ど
も
や
お
年
寄
り
、障
が
い

者
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
な
ど
に
使
わ
れ

る
民
生
費
が
、約
１
３
６
億
円
と
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。次
い
で
、市
民
を
守
る

消
防
・
救
急
な
ど
の
消
防
費
、市
の
管
理
業

務
で
あ
る
総
務
費
、議
会
運
営
関
連
経
費

で
あ
る
議
会
費
を
合
わ
せ
る
と
約
75
億

円
。大
規
模
な
事
業
の
借
入
金
の
返
済
経

費
で
あ
る
公
債
費
が
、約
70
億
円
と
続
い

て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、市
政
の
基
本
的
な
施
策
経
費

で
あ
る
一
般
会
計（
※
１
）の
ほ
か
、国
民

健
康
保
険
事
業
な
ど
６
つ
の
特
別
会
計

（
※
２
）と
病
院
事
業
な
ど
３
つ
の
企
業
会

計（
※
３
）が
あ
り
ま
す
。

　

会
計
ご
と
の
予
算
額
は
、左
表
の
通
り

で
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
は
市
長
・
市
議
会

議
員
の
改
選
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人

件
費
な
ど
の
義
務
的
な
経
費
や
前
年
度
か

ら
継
続
し
て
い
る
事
業
、
補
助
事
業
な
ど

で
事
業
実
施
が
既
に
決
定
し
て
い
る
事
業

を
中
心
に
予
算
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
は

４
６
６
億
６
１
３
４
万
円
で
、前
年
度
に

対
し
て
22
億
３
２
６
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
は
、地
方
交
付
税
な
ど
の
交
付

金
が
約
１
９
９
億
円
、国
・
県
支
出
金
が

約
77
億
円
、こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
約

２
７
６
億
円
と
歳
入
合
計
の
約
60
㌫
を
占

466億6134万円 53.7㌫
266億959万円 30.6㌫

　国民健康保険特別会計 111億7963万円 12.9㌫
　後期高齢者医療特別会計 7億7113万円 0.9㌫
　介護保険特別会計 94億4594万円 10.9㌫
　土地取得特別会計 1億2447万円 0.1㌫
　下水道事業特別会計 49億6404万円 5.7㌫
　宅地造成事業特別会計 1億2438万円 0.1㌫

136億1209万円 15.7㌫
　水道事業会計 42億4970万円 4.9㌫
　病院事業会計　 88億6446万円 10.2㌫
　老人保健施設事業会計 4億9793万円 0.6㌫

868億8302万円 100㌫

■会計別予算額

■一般会計歳入予算

■一般会計歳出予算
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　16万6553円

　9万2054円

　8万5514円

　 6万4401円

  5万4561円

　　5万4707円

　　　 5万2509円

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
、約

４
６
７
億
円
を
、市
民
１
人
当
た
り
で
ど
れ

ぐ
ら
い
使
わ
れ
る
か
計
算
し
た
も
の
が
、
左

の
グ
ラ
フ
で
す（
29
年
２
月
末
の
本
市
の
人

口
８
万
１
８
１
９
人
で
計
算
し
て
い
ま
す
）。

　

分
野
別
で
一
番
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占

め
て
い
る
の
は
民
生
費
で
、１
人
当
た
り
約

16
万
７
千
円
。次
い
で
消
防
費
、総
務
費
、

議
会
費
は
約
９
万
２
千
円
、公
債
費
が
約

８
万
６
千
円
で
続
き
ま
す
。

　

予
算
を
一
人
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、
本

市
は
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
の
福
祉
や
市
民

の
安
全
・
安
心
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が

見
え
て
き
ま
す
。

☎

１

２

４

５

３
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４
月
１
日（
土
）、三
陸
自
動
車

道
・
三
滝
堂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
、隣
接
し
て
整
備
を
進
め
て
い

た「
道
の
駅
三
滝
堂
」が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　
「
道
の
駅
三
滝
堂
」は
、本
市
と

南
三
陸
町
の
境
界
に
近
い
東
和
町

米
谷
福
平
地
区
に
位
置
し
、
内
陸

と
沿
岸
部
の
接
続
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
東
和
地
域
だ
け
で
な
く
、

本
市
の
総
合
的
な
観
光
窓
口
と
し

て
、
地
域
の
魅
力
を
国
内
外
に
発

信
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

物
産
販
売
所
で
は
登
米
市
ブ
ラ

ン
ド
の
米
、
野
菜
や
加
工
品
を
始

め
と
し
た
特
産
品
や
各
種
農
産
物

を
販
売
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
こ

れ
ら
を
使
用
し
た
本
市
の
郷
土
料

理
や
ご
当
地
グ
ル
メ
を
堪
能
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
併
設
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
道
路
利
用
者
の
利

便
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
で
車
中
泊
が
で
き
る
Ｒ
Ｖ

パ
ー
ク
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
の
施

設
も
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ア
ウ
ト
ド
ア
愛
好
家
や
愛
犬
家
な

ど
、
幅
広
い
利
用
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

☎

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10

❷
❸
❶

❹ ❺

❻

❼
❽

❾10
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４
月
６
日（
木
）か
ら
15
日（
土
）

の
10
日
間
、全
国
一
斉
に「
春
の
交

通
安
全
運
動
」が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
次
の
５
項
目
を
運
動
の

重
点
と
し
て
掲
げ
各
地
区
で
の
街

頭
指
導
な
ど
、
関
係
各
団
体
と
さ

ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

❶
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
〜
事
故
に
あ
わ
な
い
、
お
こ

さ
な
い
〜

❷
飲
酒
運
転
の
根
絶

❸
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止
（
自
転
車
に
つ
い
て

は
、
特
に
自
転
車
安
全
利
用
五
則

の
周
知
徹
底
）

❹
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

❺
交
差
点
と
交
差
点
付
近
の
交
通

事
故
防
止

　

交
通
事
故
の
撲
滅
は
、
市
民
誰

も
が
望
む「
願
い
」で
す
。こ
の「
願

い
」を
か
な
え
る
た
め「
守
ろ
う
交

通
ル
ー
ル　

高
め
よ
う
交
通
マ

ナ
ー
」を
市
民
一
人
一
人
が
心
掛

け
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

４
月
は
、
新
入
学
児
童
が
交
通

事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

自
転
車
・
車
を
運
転
す
る
皆
さ

ん
は
、
子
ど
も
に
配
慮
し
た
運
転

に
心
掛
け
、
家
族
や
地
域
で
は
将

来
の
登
米
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
見
本
に
な
る
よ
う
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
よ
り
相
談

し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
た
め
、

４
月
か
ら
二
つ
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
を
総
合
支
所

内
へ
移
転
し
ま
す
。

◉

迫
総
合
支
所
内
（
移

転
前
／
恵
泉
会
事
務
局
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

◉

中
田
総
合
支
所
内
（
移

転
前
／
中
田
保
健
福
祉
会
館
内
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

福
祉
事
務
所
長

寿
介
護
課
（
介
護
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

飼
い
犬
の
狂

犬
病
予
防
注
射

を
市
内
各
町
域

で
実
施
し
ま
す
。

　

日
程
は
４
月
10
日（
月
）〜
５
月

11
日（
木
）ま
で
。
犬
の
所
有
者
に

は
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
場
合
は
、

会
場
で
登
録
手
続
き
の
上
、
注
射

し
て
く
だ
さ
い
。１

匹
３
千
円

１
匹
３
１
０
０

円
（
内
訳
＝
予
防
注
射
代

２
５
５
０
円
、
注
射
済
票
代

５
５
０
円
）

※
平
成
29
年
度
か
ら
予
防
注
射
料

金
を
80
円
値
上
げ
し
、
２
５
５
０

円
に
改
正
し
ま
す
。

　

今
回
の
料
金
改
定
は
、
ワ
ク
チ

ン
と
資
材
高
騰
に
よ
り
県
獣
医
師

会
か
ら
の
要
望
で
、
県
内
一
斉
に

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
民
生
活
部
環

境
課
（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

飲
酒
運
転
は「
犯
罪
」で
す
。
本

市
は
県
内
他
市
町
村
と
比
べ
て
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙
数
・
事
故

件
数
の
割
合
が
高
い
地
域
で
す
。

　

自
動
車
・
自
転
車
な
ど
を
運
転

す
る
時
は
、
飲
酒
運
転
が
引
き
起

こ
す
事
故
の
重
大
性
を
十
分
に
認

識
し
、「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」「
乗

る
な
ら
飲
ま
な
い
」を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

迫
町
佐
沼
字
中
江
一

丁
目
〜
五
丁
目平

成
28
年
４
月
１
日

〜
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

❶
命（
死
亡
事
故
に
直
結
）

❷
家
族（
家
族
離
散
な
ど
）

❸
仕
事（
会
社
は
解
雇
な
ど
）

❹
社
会
的
信
用（
マ
ス
コ
ミ
で
報
道

な
ど
）

❺
免
許（
免
許
取
り
消
し
な
ど
）

❻
お
金（
罰
金
や
遺
族
補
償
な
ど
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課
（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８
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火

▶

▶

　

東
日
本
放
送
の
主
催
で
開
催
さ

れ
て
い
る「
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
大
賞
」。今
年
は
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

１
点
。※
応
募
多
数

の
場
合
は
、応
募
内
容
に
よ
り
選

考
し
ま
す

観
光
、物
産
、伝

統
、人
物
、歴
史
、自
然
な
ど
、登
米

市
の
自
慢
や
魅
力
を
表
現
し
た
未

発
表
の
作
品

25
文
字
以
内

30
秒

ビ
デ
オ
テ
ー
プ（
Ｈ

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
・
Ｈ
Ｄ
Ｖ
）ま
た
は
ビ
デ

オ
デ
ー
タ（
Ａ
Ｖ
Ｉ
・
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

２
・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
な
ど
）

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
や
団
体
で
、
映
像
制

作
を
職
業
と
し
て
い
な
い
人
な
ら

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

応
募
作
品
の
著
作
権
は

市
に
帰
属
し
ま
す

７
月
31
日（
月
）ま
で

に
①
氏
名（
団
体
の
場
合
は
団
体

名
と
代
表
者
氏
名
）②
住
所
③
電

話
番
号
④
職
業
ま
た
は
学
校（
学

年
）⑤
作
品
タ
イ
ト
ル（
仮
称
可
）

⑥
作
品
の
大
ま
か
な
内
容
を
任
意

の
様
式
に
記
入
の
上
、直
接
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い

作
品
は
、９
月
15
日

（
金
）ま
で
に
総
務
部
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

制
作
、編
集
・
加
工

に
か
か
る
費
用
は
す
べ
て
応
募
者

負
担
と
な
り
ま
す

　

総
務
部
市
長
公
室（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

死 koho@
city.tom

e.m
iyagi.jp
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　農作業を受委託する場合の参考にしてください
作業種目など 種　別 作業単位 区　画 標準料金（税込） 備　考

耕起
水田耕起 トラクター 10㌃

30㌃未満 4,940 円
ロータリーを基準
耕深12㌢以上30㌃～50㌃未満 4,320 円

50㌃以上 3,910 円
3,090 円 二番耕

畑耕起 トラクター 10㌃ 30㌃未満 5,660 円 普通畑

代かき トラクター 10㌃
30㌃未満 6,380 円

仕上げまで30㌃～50㌃未満 5,860 円
50㌃以上 5,450 円

田植え

催芽料金 １袋 ４㌔㌘ 260円

苗 １箱 700円 苗を委託者自己搬入以外は１箱30円増箱処理剤は含まない

田植機 10㌃
30㌃未満 5,350 円

側条施肥（肥料は含まない）
1,000円増30㌃～50㌃未満 4,830 円

50㌃以上 4,420 円

直播
湛水

10㌃
5,350 円 代かき済みほ場とし、種籾、コーティング処理含まず

乾田 5,140 円 整地済みほ場とし、種籾含まず

稲刈り
コンバイン 10㌃

30㌃未満 16,970 円 隅刈～運搬まで
ワラ切断
ワラ結束は2,000円増

30㌃～50㌃未満 15,840 円
50㌃以上 14,610 円

バインダー 10㌃ 8,020 円 刈放し、結束糸持ち

脱穀 ハーベスター 10㌃ 6,690 円 結束なし
8,850 円 結束

籾乾燥調製
乾燥 生籾乾燥 60㌔㌘ 1,030 円

半乾燥 60㌔㌘ 650円 水分 18㌫以下のもの
籾すり 60㌔㌘ 590円 袋代は別
色彩選別 30㌔㌘ 430円 単独作業、籾すりと同時作業は別料金

散布
肥料散布 ブロードキャスター 10㌃ 750円 肥料代は別
農薬散布 背負動力散布機 10㌃ 860円 農薬代は別
堆肥散布 マニアスプレッター 10㌃ 2,570 円 堆肥代金は含まない。積込運搬含む

堆肥 １㌧ 3,240円 有機センター成分と同等品、運搬なし

溝切 30㌃ 4,830 円 溝切は100㍍当たり500円くらいとし、まくらは排水溝までつなぐ
畦畔土盛 １㍍ 40円 片側（土盛、鎮圧）

ワラ収集梱包

反転収集 ジャイロレーキ 10㌃ 1,340 円 ２回を標準とする

梱包

ロールベーラー 10㌃ 2,570 円
積み上げ・運搬は含まない

ヘイベーラ 10㌃ 3,090 円

ラッピング 1個 直径 1㍍ 1,000 円 ラップフィルム二重巻、積み上げ・運搬は含まない
転作田草刈（牧草）ディスクモア 10㌃ 3,090 円 転作草地の草刈り（刈り放し）

畦畔草刈
草刈機 １時間 1,540円 機械持ち（燃料含む）
自走畦畔草刈機 １時間 3,090円 機械持ち（燃料含む）

賃金
オペレーター １日 10,000 円 トラクター・コンバインなどの運転者のみを依頼する場合の賃金（８時間）
一般作業員 １日 ８,000円 一般農作業、男女とも同額（８時間）

❶賃金は、実働８時間を基準とします。
❷上記以外の、未整備田（開田等、地形、地質、作業内容など、通常と異なる場合は双方協議の上、決めてください。
❸区画の考え方は、ほ場の区画ではなく作業面積による区画です（例：１㌶区画内で 20㌃作業する場合は「30㌃未満」
　の区画料金を適用します）。
※料金表は各総合支所に準備しています。また、市ホームページ（http://www.city.tome.miyagi.jp/kurashi/nogyo/
　tinsyaku.html）にも掲載しています。

農業委員会事務局（農地管理係）　☎ 0220（34）2317
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迫
　佐沼地区コミュニティ推進協議会（千葉成

せ い

幸
こ う

会長）主催の
「佐沼地区コミュニティ祭り」は２月26日、迫公民館を主会
場に開かれ、子どもからお年寄りまで約８００人が踊りや
餅つきで交流を深めました。
　祭りでは、各町内会の演芸発表のほか、作品展示・工作
体験などが行われたほか、お昼には公民館玄関前で餅つき
も。つきたての餅とはっと汁が来場者に振る舞われました。
充実した内容に、来場者は楽しい時間を過ごしました。

登米
　「第54回とよま凧

た こ

あげ大会」（青少年のための登米市民
会議登米支部主催）は２月５日、北上川右岸堤防で開かれ、
大勢の市民がたこ揚げで触れ合いました。
　凧あげ大会は、手作りだこを通して、市民相互の親睦を
図ることと、親子の触れ合いを深めることを目的に毎年開
かれています。同日は穏やかな天気で、風のないあいにく
の状況でしたが、参加者は悪戦苦闘しながらも、大空にた
こを舞い上げました。

東和
　「雪山であそぼう！」（青少年のためのあそびの探検隊な
どが主催）は２月４、５の両日、栗原市花山の国立花山青少
年自然の家で開かれ、市内外から 34人の小学生などが参
加しました。
　同日は、暖冬の影響で雪不足が心配されましたが、前日の
降雪により、一面銀世界に。子どもたちは、雪山での危険予
知トレーニングやブルーシートスライダーなどで交流を深
めました。

中田
　「上沼コミュニティ運営協議会設立30周年記念式典」は２
月18日、上沼ふれあいセンターで開かれました。
　同式典では、協議会設立以来長きにわたり、協議会活動や
地域の振興・発展・安全に貢献した５人、１団体に表彰状と記
念品を贈呈。「３０年のあゆみ」と題した、設立当初からの活
動をまとめた映像が披露され、出席者は30年の歴史を振り
返りました。記念公演では、ほうねん座が演舞「祝いの舞」を
披露し、式典に花を添えました。

TOWNS TOPICS
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豊里
　ときめきキッズクラブ第３回学習会「そり遊び・スキー教
室」は２月18日、大崎市鳴子町のオニコウベスキー場で開
かれ、44人のクラブ員が、そり遊びとスキーを楽しみま
した。
　スキーは、指導員から一人一人丁寧に指導を受けました。
そり遊びではみんなで競争したり、そりをつなげて滑り降
りたり。ゲレンデに旗を立て、全員でスノーフラッグをす
るなど、雪山ならではの遊びを楽しんだ１日でした。

石越
　青少年のための登米市民会議石越支部と石越町子ども会
育成協議会の「合同会員研修会」は２月４日、石越公民館で
開かれ、団体関係者や子育て世代の母親など、地区住民約
40人が青少年の健全育成に理解を深めました。
　講師は、まなびのたねネットワーク代表理事の伊勢みゆ
き氏。幼少時に自己肯定感を高めることの重要性、親や大人
の関わり方などについて話しました。参加者は子どもと接
する上で大事なことについて、真剣に耳を傾けていました。

津山
　横山不動尊の「節分豆まき」は１月29日、横山不動尊境内
で開かれ、多くの老若男女が豆袋を拾いました。
　かみしも姿の関係者が、太鼓の音と「福は内、鬼は外」の元
気な掛け声に合わせて、ご祈祷した豆袋をまくと、訪れた人
たちは歓声を上げながら多くの福を呼び込もうと豆袋を
拾っていました。まかれた豆袋には当たり付きの「福豆」が
入っていて、拾った人には福枡や福飴などの縁起物が贈ら
れました。

米山
　平成29年春季登米市火災予防運動は３月１日から始ま
り、登米市消防団米山支団（比毛耕

こう

太
た

郎
ろう

支団長）と登米市
米山支部婦人防火クラブ（畠山ひろみ会長）が街頭広報活
動を実施しました。
　二つの団体は、合併以前から春と秋の火災予防運動期間
中、登米市役所米山総合支所前の県道など、町内３カ所で
広報活動を実施。火の用心と書かれたのぼりを手に、火災
防止の注意を喚起しました。

南方
　「熱気球試乗体験会」（南方中央地区コミュニティ主催）
は２月26日、南方中央運動広場で開かれました。
　同日は澄んだ青空の下、約150人の親子連れが参加。熱
気球試乗は、途中から強風が吹き50人ほどとなりました
が、試乗した親子は、大空からの景色の素晴らしさに歓声
を上げました。また、自分の絵がスクリーンで泳ぐ「うご
く！？お絵かきコーナーミニ水族館」や無料で振る舞われた
「おしるこ」を味わうなど、楽しいひとときを過ごしました。
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Young
Monthly Hot Communication

　158㌢でＡ型です。
　仙台の大学を卒業した後、市内の

子育て支援センターに勤務しています。乳幼
児から、小学生まで幅広く子どもたちに関
わっています。毎日、子どもたちのさまざま
な表情が見られるので楽しいです。

　おとなしそうと言われます
が、明るくにぎやかです（笑）。

　お菓子や小物を作ることです。お
菓子は、和菓子、洋菓子どちらもいけます。特
に、デコレーションなどの細かい作業が好き
ですね。

特にこういう人というの
はないです。強いて言うなら、お互いの意思
を尊重できる人。

　友達と遊んだり、買い物に出掛け
たりすることが多いですね。家業が農業な
ので、これからの季節は畑や田んぼで農作
業することが増えますね（笑）。

　体を動かすのが好
きなので、まずはスポーツですね。それと旅
行に行きたいです。国内がいいかな。目標は
日本一周です。それと、自分にできそうなこ
とは、ジャンルを問わずに何でも挑戦してみ
たいですね。

自然が多いので、
もっといろいろと整備されて、多くの人が訪
れ、より過ごしやすいところになってほしい
です。
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Dream
Monthly Hot Communication

いつも笑顔で元気な
瑠姫。足をばたばた
させて喜んだり、話
しかけるとにこにこ
したりしてくれます。
これからも、にこに
こして、すくすく大
きく育ってね。

紫月ちゃん：2015年12月26日生まれ
夢晶ちゃん：2013年５月１日生まれ
津山町・横山８区　裕太さんの次女・三女

ちゃん（１）・ ちゃん（３）

いつも笑わせてくれ
て、幸せをありがと
う。かわいがってく
れる全ての人に感謝
です (*^^*)。

Monthly Hot Communication

Child

2016年４月12日生まれ
迫町・茂栗
智浩さんの長女

ちゃん（11カ月）

　私が今、最も力を注いでいるのは柔道です。
目標は県中総体を制し、全国大会で優勝するこ
とです。小学１年で始めた当初は、全く勝つこ
とができず、痛くてつらい思いばかりしていた
ので、柔道が嫌いでした。しかし、熱心に指導し
てくださる先生や両親のサポート、一緒に練習
する仲間など、環境に恵まれていた私は、徐々
に勝てるようになり、今では一番熱中できるも
のとなりました。
　柔道を通して、強くなるために学んだことが
あります。それは、自分の弱さを認めることで
す。何が足りなくて、何が悪いのかを考えた上
で、積極的にきつい練習に取り組み、自分を追
い込むことが大事だと思います。これからも自
分に厳しく挑み続け、いずれは世界に通用する
選手になって、オリンピックに出場します。

頂点を目指して
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Half Century
Monthly Hot Communication

お
ら
だ
ち
夫
婦
は
、
は
と

こ
同
士
で
ね
。
お
互
い
に
顔
は

知
っ
て
だ
ん
だ
。
で
も
話
を
し
た

記
憶
は
ね
が
っ
た
な
。

初
め
て
話
を
し
た
の
は
、

お
振
る
舞
い
の
と
き
だ
よ（
笑
）。

親
父
が
戦
死
し
た
が
ら

さ
、
行
政
区
や
親
戚
の
寄
り
合
い

さ
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
掛
け
で
だ
ね
。

ま
だ
若
か
っ
た
が
ら
、
い
ず
が
っ

た
ね
え
。

高
校
卒
業
し
て
、習
い

事
の
学
校
に
２
年
通
っ
た
後
に
結

婚
。ご
飯
炊
き
覚
え
る
前
に
嫁
い

だ
の
。ん
だ
が
ら
、佐
々
木
家
で
料

理
を
覚
え
だ
で
ば（
笑
）。

「
自
然
豊
か
な
『
豊
里
』

思
い
出
は
尽
き
ず
」

　

昔
、迫
川
の
中
流
に「
に
し
ま
え

橋
」が
あ
り
、そ
の
そ
ば
で
育
ち
ま

し
た
。小
さ
い
と
き
は
、空
気
も
水

も
き
れ
い
で
し
た
。今
は
、昔
と
だ

い
ぶ
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

春
は
メ
ダ
カ
、ふ
な
っ
こ
、ジ
ャ

リ
ガ
ニ
な
ど
を
取
っ
て
遊
ぶ
。夏

は
、夕
飯
を
終
え
た
近
所
の
人
た

ち
で
、夕
涼
み
を
し
な
が
ら
ホ
タ

ル
の
乱
舞
を
見
る
の
が
風
物
で
し

た
。夏
休
み
は
、毎
日
迫
川
で
泳
ぐ

の
が
日
課
で
、真
っ
黒
に
日
焼
け

し
て
ま
し
た
ね
。

　

冬
は
、沼
や
川
で
ス
ケ
ー
ト
遊

び
。「
下
駄
ス
ケ
ー
ト
」か
ら
始
ま

り
、次
は
長
靴
に
金
属
を
ベ
ル
ト

で
縛
る「
金
ス
ケ
ー
ト
」。そ
の
後
、

何
年
か
た
っ
て
ス
ケ
ー
ト
靴
に
な

Monthly Hot Communication

One's Home

り
ま
し
た
。

　

う
ち
は
９
人
家
族
で
、私
は
四

男
。幼
い
頃
は
、両
親
が
朝
早
く
か

ら
野
良
仕
事
に
出
か
け
て
い
ま
し

た
。帰
り
は
、夏
で
も
冬
で
も
日
が

落
ち
て
か
ら
で
し
た
。両
親
が
い

な
い
分
、兄
弟
で
家
庭
の
仕
事
を

分
担
し
て
い
ま
し
た
。私
の
担
当

は
風
呂
の
当
番
。井
戸
か
ら
バ
ケ

ツ
に
水
を
く
ん
で
、五
右
衛
門
風

呂
ま
で
何
度
も
往
復
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
遊
び
場
の
分
校
が
、

自
宅
の
隣
で
し
た
。時
々
遊
び
に

夢
中
に
な
り
、仕
事
を
思
い
出
し

家
へ
帰
る
と
親
が
仕
事
か
ら
戻
っ

て
い
て
、怒
ら
れ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。今
と
な
っ
て
は
よ
い
思
い

出
で
す
。

　

田
植
え
が
終
わ
っ
た
頃
の
雨
上

が
り
の
箟
岳
山
。と
て
も
美
し
く

雄
大
な
山
だ
と
子
ど
も
心
に
思
い

ま
し
た
。今
見
る
と
、当
時
の
印
象

と
違
い
ま
す
ね
。田
舎
に
帰
っ
た

時
に
は
、い
つ
も
箟
岳
山
を
眺
め

懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
中
学
卒
業
後
、東
京
の
羽

田
空
港
近
く
の
工
場
に
集
団
就
職

し
ま
し
た
。そ
ん
な
わ
け
で
、登
米

市
内
の
町
名
は
分
か
り
ま
す
が
、

位
置
関
係
は
う
ろ
覚
え
で
す
。現

在
、食
品
卸
業
を
営
ん
で
お
り
、も

う
少
し
働
く
つ
も
り
で
す
。一
線

を
退
い
た
ら
ゆ
っ
く
り
帰
省
し
、

市
全
体
を
見
て
歩
く
こ
と
を
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

乗
り
物
が
好
き
で
さ
。当
時

は
メ
グ
ロ
の
バ
イ
ク
で
、お
母
さ
ん

乗
せ
で「
田
め
ぐ
り
」し
た
ね
。車
を

買
っ
て
が
ら
は
、そ
っ
ち
こ
っ
ち
さ

行
っ
た
な
あ
。

ト
ラ
ッ
ク
買
っ
た
ど
ぎ
、

近
所
の
人
た
ち
ど
石
巻
さ
、潮
干
狩

り
さ
行
っ
た
よ
ね
。
荷
台
さ
乗
っ

て
だ
が
ら
、着
い
だ
と
き
に
は
み
ん

な
土
で
真
っ
黒
（
笑
）。

２
人
で
ド
ラ
イ
ブ
だ
な
。

た
ま
に
遠
出
し
て
、秋
田
や
青
森

さ
も
行
ぐ
よ
。

一
緒
に
い
る
ど
、自
然
と

仲
良
く
な
る
も
ん
だ
ね
。

い
っ
つ
も
一
緒
だ
ど
仲
良
く
な
る
ね
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今
月
は
道
の
駅
米
山「
ふ
る
里

セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」の
渡
辺
芳よ

し

江え

さ

ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の「
米
山
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ま
つ
り
」を
４
月
23
日
か

ら
５
月
７
日
ま
で
、道
の
駅
米
山

西
隣
の
圃
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

１
㌶
の
敷
地
に
、60
種
類
、約

10
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
皆
さ

ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
すﾟ

赤
、

白
、黄
色
、ピ
ン
ク
な
ど
、色
鮮
や

か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
乱

れ
、例
年
多
く
の
見
物
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。期
間
中
、東
北
地
区
高

校
丸
山
相
撲
大
会
や
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

農
産
物
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根

な
ど
を
販
売（
１
株
２
０
０
円
、３

株
５
０
０
円
。雨
天
の
場
合
、販
売

中
止
も
あ
り
）し
ま
す
。入
場
料
は

無
料
で
す
の
で
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
季
節
は
、米
山
名
物
の「
イ

チ
ゴ
」が
大
人
気
で
す
ね
。当
道
の

駅
で
は
、大
粒
で
さ
わ
や
か
な
甘

さ
が
売
り
の「
も
う
い
っ
こ
」を

メ
ー
ン
に
置
い
て
い
ま
す
。お
立

ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
購
入
く

だ
さ
い
。

道
の
駅
米
山「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
４
７

●
５
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、３
月
27
日（
月
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　市図書館（室）で本を借りるには、利用者登録が
必要です。
　市内にお住まい、または在勤、在学していれば、
どなたでも利用できます。利用者登録の際には、
免許証など本人確認ができるものをご持参くだ
さい。１度登録いただくと、市内全ての図書館
(室)で本を借りられます。

　貸し出し冊数：１人、各館５冊まで
　貸し出し期間：貸し出しの翌日から14日間
　※個人以外に、団体にも貸し出していますの

利用登録は３館（室）共通です

で、詳しくは各図書館(室)へ気軽にお問い合わ
せください。
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Health
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▶

☎

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

㊊  ☎

㊌  ☎

㊋  ☎

　　　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
１
枚
で
で
き

る
タ
オ
ル
帽
子
で
、
ど
な
た
で
も

簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
岩
手
ホ
ス
ピ
ス
の
会
」が
、
抗
が

ん
剤
治
療
に
よ
り
脱
毛
し
た
人
の

た
め
に
考
え
た
も
の
で
、
こ
の
会

の
指
導
の
下
で
制
作
し
て
い
ま

す
。

　

脱
毛
さ
れ
た
人
や
ご
家
族
、
大

切
な
誰
か
の
た
め
に
一
緒
に
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

登
米
市
民
病
院
地
域
医

療
連
携
セ
ン
タ
ー（
２
階
が
ん
相

談
支
援
室
）平

成
29
年
４
月
13
日

（
木
）、
５
月
11
日（
木
）、
６
月
８

日（
木
）、
７
月
13
日（
木
）、
８
月

10
日（
木
）、
９
月
14
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分（
２
時
間

程
度
）

千
円（
型
紙
代
な
ど
）

登
米
市
民
病
院

地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　

が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
な

ど
が
気
楽
に
集
ま
り
、
お
茶
や
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
生
活
の
工

夫
な
ど
を
語
り
合
え
る
場
を
開
い

て
い
ま
す
。

　

情
報
交
換
や
交
流
を
通
じ
て
悩

み
や
不
安
を
解
消
し
、
明
る
く
前

向
き
に
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
機

会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

時
間
内
の
入
室
や
退
室
は
自
由

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。迫

に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
４
月
８
日

（
土
）／
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、

５
月
８
日（
月
）、６
月
12
日（
月
）、

７
月
10
日（
月
）、８
月
14
日（
月
）、

９
月
11
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

１
０
０
円（
お
茶
代
）

ホ
ッ
と
サ
ロ
ン

と
め（
鈴
木
）

☎
０
７
０（
２
０
１
１
）０
９
２
８

電
話
受
付
時
間
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

　　
「
歯
の
健
康
は
家
庭
で
の
健
や

か
な
生
活
習
慣
か
ら
」「
80
歳
に

な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
保
と
う
〜
健
康
寿
命
の
延
伸

は
口
の
健
康
〜
」を
合
言
葉
に
、

県
と
県
歯
科
医
師
会
で
は「
歯は

つ

ら
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
８は

ち

０ま
る

２に
い

０ま
る

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」を
実
施
し
ま
す
。

◉❶
　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊏ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受
診ください。
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Good health is a great blessing

児
健
康
診
査
を
受
け
、
む
し
歯
が

な
か
っ
た
本
人
と
、
お
父
さ
ん
ま

た
は
お
母
さ
ん
の
ど
ち
ら
か
。

　
❷
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳

児
健
康
診
査
を
受
け
、
む
し
歯
が

な
か
っ
た
本
人
と
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
。

※
応
募
は
❶
か
❷
の
ど
ち
ら
か
選

択
に
な
り
ま
す
。
５
月
初
旬
に
、

県
歯
科
医
師
会
か
ら
口
腔
診
査
の

連
絡
が
あ
り
ま
す
。

４
月
12
日（
水
）

市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

各
総
合
支
所
市
民
課（
健
康
づ
く

り
係
）

◉
　

平
成
29
年
６
月
４
日
現
在
、
満

80
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯（
治
療

完
了
）が
20
本
以
上
あ
る
健
康
な

人
。

官
製
は
が
き（
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
可
）に
住
所
、
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、
生
年
月
日
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医

院
、
ま
た
は
最
寄
り
の
歯
科
医
院

を
記
入
し
、
下
記
ま
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

４
月
14
日（
金
）

〒
９
８
０
―
０
８
０
３　

仙
台
市

青
葉
区
国
分
町
一
丁
目
５
‐
１

県
歯
科
医
師
会「
コ
ン
ク
ー
ル
事

務
局
」

☎
０
２
２（
２
２
２
）５
９
６
０

０
２
２（
２
１
５
）３
４
４
２

　

妊
娠
中
の
こ
と
、お
産
の
こ
と
、

母
乳
育
児
や
子
育
て
に
つ
い
て
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。個
別
に
助

産
師
が
対
応
し
ま
す
。一
人
で
悩

ま
ず
、心
配
な
こ
と
、不
安
な
こ
と

を
聞
い
て
み
よ
う
。

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
和
室

】
５
月
16
日
（
火
）、
６
月

20
日
（
火
）、
７
月
18
日
（
火
）、

８
月
22
日（
火
）、９
月
19
日（
火
）、

10
月
17
日（
火
）、11
月
21
日（
火
）、

12
月
19
日
（
火
）、
平
成
30
年
１

月
23
日
（
火
）、２
月
20
日
（
火
）、

３
月
20
日
（
火
）

毎
月
第
３
火
曜
日
が
予
約
制

市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

石
巻
市
の
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

が
昨
年
12
月
１
日
か
ら
石
巻
赤
十

字
病
院
の
敷
地
内
に
移
転
し
ま
し

た
。

　

石
巻
・
登
米
・
気
仙
沼
医
療
圏

で
唯
一
の
夜
間
一
次
救
急
の
施
設

と
し
て
、
夜
間
お
よ
び
休
日
の
急

病
等
の
患
者
に
対
し
て
応
急
的
に

診
療
し
ま
す
。

石
巻
市
夜
間
急

患
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
９
４
）５
１
１
１

☎ ☎
☎ ☎

☎
☎ ☎

☎

☎
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支
給
し
ま
す

事
業
概
要

説
明
や
体
験
談
発
表
、
応
募
相
談

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。予
約
不
要
、

入
場
無
料
で
す（
入
退
場
自
由
）

４
月
６
日（
木
）

午
後
７
時
〜
午
後
９
時
／
Ａ
Ｅ
Ｒ

（
ア
エ
ル
）６
階
「
ネ
！
ッ
ト
Ｕ
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」、４
月
16
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
／
仙
台
第
一
生

命
タ
ワ
ー
ビ
ル
20
階
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東

北
、４
月
22
日（
土
）午
後
６
時
30

分
〜
午
後
８
時
30
分
／
仙
台
第
一

生
命
タ
ワ
ー
ビ
ル
20
階
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

東
北

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
担
当
）

☎
０
２
２（
２
２
３
）４
７
７
２

死jicathic-jv@
jica.go.jp

　
◉

３
月
31
日（
金
）午
前
９
時
〜

４
月
10
日（
月
）（
受
信
有
効
）

４
月
30
日（
日
）

◉
４
月
７
日（
金
）午
前
９
時
〜

４
月
19
日（
水
）（
受
信
有
効
）

６
月
18
日（
日
）

※
申
し
込
み
方
法
や
受
験
資
格
な

☎

　

29
年
度
の
東
和
陶
芸
教
室
を
開

講
し
ま
す
。市
内
在
住
者
で
あ
れ

ば
、ど
な
た
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

５
〜
10
月
／
開
講
式
は
４

月
25
日
（
火
）

毎
週
火
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
２
時
／
初
回
は
５
月
９
日

（
火
）

毎
週
水
曜
日
・
土
曜
日

午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
30

分
／
第
１
回
は
５
月
10
日
（
水
）

※
初
心
者
は
夜
の
部
の
場
合
、水

曜
日
の
受
講
に
な
り
ま
す

東
和
町
陶
芸
場

７
千
円（
材
料
費
含
む
）

４
月
７
日（
金
）

東
和

教
育
事
務
所

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
１
１
１

０
２
２
０（
５
３
）４
１
１
４

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
２
０
１
７
年
度
春
の

募
集
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
募
集
に
併
せ
て
体
験
談

＆
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

３
月
31
日（
金
）〜
５

月
10
日（
水
）

日
本
国
籍
を
持
つ
次
の
人

▼
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
20
〜
39
歳

▼
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝

40
〜
69
歳

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
応

募
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
応
募
で
き

な
い
場
合
は
応
募
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
規
定
に
基
づ
き
、往
復
旅
費
、

現
地
生
活
費
、
国
内
手
当
な
ど
を

ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

人
事
院
東
北
事

務
局
第
二
課（
試
験
係
）

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm❶
昭
和
62
年
４
月
２

日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
❷
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
次
に
掲
げ
る
人
⑴
大
学

を
卒
業
し
た
か
、平
成
30
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
人
⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
人

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

人

▼
労
働
基
準

監
督
Ａ（
法
文
系
）＝
約
１
７
０
人

災害時安定供給施設

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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▼
労
働
基
準
監
督
Ｂ（
理
工
系
）＝

約
40
人

３
月
31
日（
金
）〜
４
月

12
日（
水
）（
受
信
有
効
）

http://w
w
w
.

jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込

み
だ
け

６
月
11
日（
日
）

宮
城
労
働
局
総

務
部
総
務
課（
人
事
係
）

☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
３
３

パ
ソ
コ
ン
を
活
用

し
た
事
務
処
理
技
能
と
簿
記
会
計

知
識
の
習
得ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講

指
示
、
受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指

示
を
受
け
ら
れ
る
人

15
人

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
石
巻
教

室
（
石
巻
市
蛇
田
字
新
下
沼
70
ー

８
）

５
月
30
日（
火
）か
ら

11
月
29
日（
水
）４

月
12
日（
水
）か
ら

５
月
15
日（
月
）５

月
18
日（
木
）

県
立
石
巻
高
等
技

術
専
門
校授

業
料
は
無
料
、テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
２
万
６
千
円
程
度

県
立
石
巻
高
等
技

▶

▶

▶

▶

▶

▶

日（
水
）８
〜
18
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

】
小
３
〜
高
３
の
人

】全
国
16
都
市
、５
月
下

旬
（
入
場
無
料
・
予
約
不
要
）

24
万
８
千
円
〜

63
万
８
千
円】５

月
26
日（
金
）お
よ

び
６
月
９
日（
金
）※
コ
ー
ス
に
よ

り
異
な
る

国
際
青
少
年
研
修
協
会（
内
閣
府

公
益
認
定
委
員
会
認
定
）

】東
京
都
品
川
区
西
五
反
田

７
‐
15
‐
４

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
４

死info@
kskk.or.jp

http://w
w
w
.kskk.or.jp

術
専
門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
夏
休
み
海
外
研

修
交
流
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校

体
験
・
英
語
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・

野
外
活
動
な
どイ

ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
ジ
ー
・
フ
ィ

リ
ピ
ン

７
月
26
日（
水
）〜
８
月
16

☎ ☎ ☎ ☎
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日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
28

年
10
月
か
ら
全
国
の
年
金
事
務
所

で
年
金
相
談
の
予
約
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
金
事
務
所
の
窓
口
で

年
金
請
求
の
手
続
き
や
、
受
給
し

て
い
る
年
金
の
相
談
を
希
望
す
る

場
合
は
、
ぜ
ひ
、
予
約
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
本
人
の
都
合
に
合
わ
せ
て
、
ス

ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す

・
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ

が
事
前
に
準
備
の
上
、
丁
寧
に
対

応
し
ま
す

※
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
、
時
間

ど
お
り
に
案
内
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
月
曜
〜
金
曜
）

　

予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証

書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、ご
希

望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

　

代
理
人
が
相
談
さ
れ
る
場
合

は
、委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

障
害
な
ど
で
委
任
状
が
書
け
な
い

場
合
は
、介
護
認
定
通
知
や
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
参
願
い
ま

す古
川
年
金
事
務
所
（
お
客
様
相
談

室
）
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
２
９
（
２
３
）
１
２
０
４

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電

話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
左
記
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

警
察
相
談
電
話

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

市
職
員
な
ど
が
、
電
話
な
ど
で

銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自

動
預
払
機
の
操
作
や
手
数
料
な
ど

の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
、

　

東
北
財
務
局
で
は
、地
域
貢
献

の
一
環
と
し
て
「
出
前
講
座
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。小
・
中
学
生
、

高
校
生
向
け
の
講
座
で
は
、キ
ャ

リ
ア
教
育
を
織
り
込
み
な
が
ら

「
体
験
型
」を
通
し
て
お
金
の
大
切

さ
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
向
け
の
講
座
で

は
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
手
口
や

対
処
法
を
寸
劇
・
歌
・
カ
ル
タ
を

用
い
た
「
参
加
型
」で
楽
し
く
説

明
し
ま
す
。費
用
は
無
料
で
少
人

数
で
も
伺
い
ま
す
。気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。月

〜
金
（
祝
日
、年

末
年
始
を
除
く
）

申
し
込
み
団
体
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い

例
／
小
学
生
「
お
買
い
も

の
ゲ
ー
ム
」、中
学
生
「
夢
・
お
金

と
仕
事
」、高
校
生
「
社
会
人
に
な

る
前
に
必
要
な
金
融
知
識
」、高
齢

者
・
一
般
「
お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
に

あ
わ
な
い
た
め
に
」

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
、研

修
会
、町
内
会
、老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

東
北
財
務
局
金
融

監
督
第
三
課

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

　

26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得
者
の

負
担
を
考
慮
し
、
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
）
を
支
給
し
ま
す
。

基
準
日（
平
成
28

年
１
月
１
日
）に
登
米
市
に
住
民

登
録
し
、
平
成
28
年
度
分
市
町
村

民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
人
（
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の

扶
養
親
族
、
生
活
保
護
制
度
の
被

保
護
者
な
ど
を
除
く
）

☎
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

１
万
５
千
円

４
月
７
日
か
ら

支
給
対
象
に
該
当
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
人
に
、申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
。申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、必
要
書
類
を
添
付
の
上
、

最
寄
り
の
総
合
支
所
市
民
課
市
民

係
宛
て
に
、持
参
ま
た
は
返
信
用

封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
受
付
期
間
は
、
４
月
11
日（
火
）

か
ら
８
月
４
日（
金
）ま
で
で
す
。

　

な
お
、
４
月
下
旬
か
ら
順
次
支

給
す
る
予
定
で
す

臨
時
福
祉
給
付

金
専
用
電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０（
２
９
４
）１
１
５

※
４
月
７
日
か
ら
開
設

登
米
市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課

（
福
祉
総
務
係
）

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊏～

㊍

◉

☎

㊐～

㊎

◉

☎

　

３
月
30
日（
木
）、４
月
28
日（
金
）

５
月
30
日（
火
）

３
月
31
日（
金
）、５
月
１
日（
月
）、

５
月
31
日（
水
）

４
月
４
日（
火
）、５
月
１
日（
月
）、

６
月
１
日（
木
）

４
月
５
日（
水
）、５
月
２
日（
火
）、

６
月
２
日（
金
）

４
月
６
日（
木
）、５
月
８
日（
月
）、

６
月
５
日（
月
）

４
月
７
日（
金
）、５
月
９
日（
火
）、

６
月
６
日（
火
）

※
開
設
時
間
は
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
。津
山
地
区
は
登
米
総

合
支
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
地
管
理
係
）

☎
０
２
２
０
（
３
４
）２
３
１
７

　

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の
歩
行
者

☎
＃
９
１
１
０

　

３
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
の
巡

回
事
務
所
は
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。年
間
日
程
は
各
総
合
支
所

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

３
月
29
日（
水
）、４
月
27
日（
木
）、

５
月
29
日（
月
）

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、車
の
ラ

イ
ト
の
ハ
イ
ビ
ー
ム（
上
向
き
ラ
イ

ト
）を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
ビ
ー
ム
で
前
方
を
照
ら
せ
る

距
離
は
約
40
㍍
。
ハ
イ
ビ
ー
ム
に

す
る
と
約
１
０
０
㍍
と
な
り
ま
す
。

ロ
ー
ビ
ー
ム
の
２・５
倍
も
距
離
が

伸
び
、
前
方
の
歩
行
者
な
ど
を
い

ち
早
く
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
　

　

夜
間
の
車
の
走
行
は
、
ロ
ー
ビ
ー

ム
が
基
本
で
す
が
、
対
向
車
が
な

い
場
合
に
は
積
極
的
に
ハ
イ
ビ
ー
ム

を
活
用
し
、
交
通
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
各
自
対
策
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ロ
ー
ビ
ー
ム
と
ハ
イ
ビ
ー
ム

の
こ
ま
め
な
切
り
替
え
を
お
願
い

し
ま
す
。

  

夕
暮
れ
時
に
は
「
ラ
イ
ト
の
早
め

点
灯
」
を
心
掛
け
、
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

☎ ☎ ☎ ☎

下田中53番地8
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年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。完

全
電
話
予
約
制
で
す
。前
日
ま
で

に
ご
連
絡
を
。予
約
の
際
に「
相
談

者
氏
名
」「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話

番
号
」「
相
談
内
容
」な
ど
要
確
認
。

４
月
27
日（
木
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

30
分

】
市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

【古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

４
月
14
日（
金
）、４
月
28

日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時
15

分

】迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

14
日
＝
開か

い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法

書
士
）、28
日
＝
及
川
毅つ

よ
し（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

】
無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商

業
観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

の
出
入
り
、慎
重
な
あ
ぜ
越
え

❻
点
検
・
調
整
時
は
、必
ず
エ
ン

ジ
ン
停
止
❼
道
路
走
行
に
備
え
、

反
射
板
の
装
着

◉
農
作
業
後
の
泥
汚
れ
に
つ
い
て

道
路
に
落
ち
た
泥
は
、通
行
の
妨

げ
に
な
り
、大
変
危
険
で
す
。ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
で
農
作
業
を
し
た
後

に
、田
や
畑
か
ら
道
路
へ
出
る
と

き
は
、泥
を
落
と
し
て
か
ら
走
行

す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

産
業
経
済
部
産

業
政
策
課
（
産
業
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

市
は
、
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖

房
機
器
な
ど
の
新
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

①
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
②
定
置
用

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
設
置
事

業
③
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
（
ペ
レ
ッ

ト
、
薪
）
暖
房
機
器
設
置
事
業

▼
市
内
に
住
所
を
置

く
（
予
定
を
含
む
）
個
人
で
、
補

助
対
象
機
器
を
設
置
す
る
建
物
を

住
宅
と
し
て
使
用
す
る
人
▼
全
て

の
市
税
に
滞
納
が
な
い
人
▼
当
該

補
助
金
の
交
付
を
こ
れ
ま
で
に
受

け
て
い
な
い
人

指
定
保
育
士
養
成
施
設
在

学
者
で
、
保
育
士
資
格
の
取
得
を

目
指
し
、
卒
業
後
は
県
内
の
保
育

所
な
ど
で
保
育
士
と
し
就
業
す
る

こ
と
を
目
指
す
学
生
に
、
修
学
資

金
の
貸
付
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

70
人

就
学
資
金
月
額
５
万

円
以
内
（
総
額
１
２
０
万
円
以
内
）

入
学
準
備
金
20
万
円
以
内
、
就
職

準
備
金
20
万
円
以
内

※
そ
の
他
、
生
活
保
護
受
給
世
帯

な
ど
は
生
活
費
加
算
を
受
け
と
る

こ
と
が
可
能
で
す

無
利
子

】
卒
業
後
、

１
年
以
内
に
保
育
士
登
録
し
、
県

内
の
保
育
所
な
ど
の
指
定
施
設
で

５
年
間
（
過
疎
地
域
で
従
事
し
た

場
合
、
ま
た
は
中
高
年
離
職
者
の

場
合
は
３
年
間
）
継
続
し
て
保
育

士
業
務
に
従
事
し
た
と
き
、
貸
付

金
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す貸

付
希

望
者
は
、
各
養
成
校
か
ら
申
請
書

類
を
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

保
育
士
資
格
を
持
ち
、

保
育
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
な
い
人

の
再
就
職
準
備
に
必
要
な
費
用
の

貸
付
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

35
人
（
先
着
順
）

20
万
円
以
内
（
１
人

１
回
限
り
）

①
就
職
で
転

居
が
伴
う
場
合
の
費
用
②
転
居
先

の
賃
貸
物
件
の
借
り
上
げ
に
伴
う

礼
金
や
仲
介
手
数
料
な
ど
③
就
職

後
、
業
務
に
従
事
す
る
際
に
使
用

す
る
被
服
費
④
業
務
に
関
す
る
研

修
を
受
け
た
際
の
費
用
⑤
通
勤
に

要
す
る
自
転
車
等
の
購
入
費
な
ど

無
利
子

県
内
の

保
育
所
な
ど
の
指
定
施
設
で
、
２

年
間
継
続
し
て
保
育
士
と
し
て
業

務
に
従
事
し
た
と
き
貸
付
金
の
返

還
が
免
除
さ
れ
ま
す

申
請
書

類
を
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い社

会
福
祉
法
人

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
部
総
合
相
談
課
貸
付
事
業
担
当

☎
０
２
２
（
３
９
９
）
８
８
４
４

❶
機
械
や
道
具
の
点
検
・
整
備
❷

休
憩
の
取
れ
る
無
理
の
な
い
作
業

❸
農
道
を
走
行
す
る
際
の
路
肩
状

況
の
確
認
❹
農
作
業
や
機
械
作
業

に
適
し
た
服
装
❺
慎
重
な
ほ
場
へ

※
す
で
に
購
入
・
設
置
し
た
場
合

は
、
補
助
金
の
交
付
対
象
に
な
り

ま
せ
ん

①
太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル
、
架
台
、
パ
ワ
ー
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
そ
の
他
附
属

機
器
、
設
置
工
事
に
係
る
費
用
な

ど
②
機
器
の
購
入
・
据
え
付
け
に

係
る
費
用
③
機
器
の
購
入
・
据
え

付
け
に
係
る
費
用①

２
万
円
×
太
陽

電
池
公
称
最
大
出
力
（
上
限
８
万

円
）
②
２
万
円
×
蓄
電
池
シ
ス
テ

ム
の
容
量
（
上
限
８
万
円
）
③
補

助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
（
上
限

10
万
円
）

環
境
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
を
添
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
す
る
前
に
市
の
補
助
金
交
付

要
綱
お
よ
び
手
引
き
で
、
補
助
要

件
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

平
成
29
年
４
月
３

日
（
月
）
〜
平
成
30
年
３
月
９
日

（
金
）（
必
着
）

※
申
請
額
の
総
額
が
予
算
額
に
達

し
た
場
合
は
、
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す

登
米
市
南
方
町
新
高
石
浦
１
３
０

市
民
生
活
部
環
境
課
（
環
境
政
策

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３　

　

昔
懐
か
し
い
農
家
の
庭
や
田
ん

ぼ
で
働
い
た
機
械
た
ち
が
勢
ぞ
ろ

い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

４
月
29
日
（
土
）
〜
30

日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園（
芝

生
広
場
県
道
側
）

見
学
は
無
料発

動
機
遺
産
保

存
研
究
会　

菅
原

☎
０
８
０（
５
５
５
８
）４
１
５
５

（平成29年２月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,571 10,172 10,823 20,995 （▲42）

登米 1,801 2,360 2,580 4,940 （1）

東和 2,402 3,243 3,366 6,609 （▲7）

中田 5,027 7,736 8,150 15,886 （▲1）

豊里 2,143 3,339 3,374 6,713 （▲2）

米山 2,825 4,583 4,807 9,390 （▲28）

石越 1,591 2,489 2,555 5,044 （▲15）

南方 2,654 4,280 4,492 8,772 （▲16）

津山 1,192 1,658 1,812 3,470 （▲1）

合計 27,206 39,860 41,959 81,819 （▲111）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

「平成29年春の交通安全県民総ぐるみ運動」が4月6から
15日までの10日間実施します。期間中は、市内で、各種
交通安全のイベントが開催されます。普段以上に交通事故
に遭わない、起こさない運転を心掛けてください。

（平成29年２月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

H29 H28 増減数

人身事故
発生件数 42件 39件 ３件

死者数 1人 ０人 1人

負傷者数 59人 51人 8人

物損事故
発生件数 275件 291件 ▲16件

※平成29年１月からの延べ件数

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.05 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.06 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

　

学
業
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
、

子
ど
も
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

市
教
育
研
究
所
は
、経
験
豊
か

な
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、教
育

相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談

専
用
電
話
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

２
階
教
育
相
談
室

※
来
所
の
際
は
、直
接
２
階
相
談

室
前
で
お
待
ち
く
だ
さ
い

面
接
相
談
、電
話
相

談
と
も
要
電
話
予
約

月
〜
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

登
米
市
教
育
研
究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

㊊、 ㊊、 ㊊

㊊ ㊊ ㊊

㊊ ㊊ ㊊

㊊ ㊊、 ㊊、    
㊊

４
月
１
日
（
土
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午

迫
公
民
館

土
地
の
境
界
や
面

積
を
知
り
た
い
、
建
物
を
建
築
・

増
改
築
し
た
後
の
登
記
手
続
き
を

知
り
た
い
な
ど

宮
城
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
登
米

支
部
長（
千
葉
三さ
ぶ

郎ろ
う

）

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
０
３
２

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　

東
北
財
務
局
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
や
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金
返
済
に

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
専
門

相
談
員
が
悩
み
を
聴
き
、
問
題
の

解
決
に
向
け
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

し
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
、
司

法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継

い
で
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

借
金
返
済
で
お
悩
み

の
個
人（
自
営
業
者
の
人
を
含
む
）

月
〜
金
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

正
午
、午
後
１
時
〜
午
後
５
時
（
原

則
と
し
て
）

東
北
財
務
局
金

融
監
督
第
三
課
多
重
債
務
相
談
窓

口
仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
‐
３
‐

１仙
台
合
同
庁
舎
Ｂ
棟
５
階

☎ ☎ ☎ ☎



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

▼
早
い
も
の
で
、
ま
た
１
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
周
り

を
見
る
余
裕
も
な
く
、
た
だ

走
っ
て
き
た
気
が
す
る
。
後
ろ

向
き
は
嫌
だ
が
、
振
り
返
り
は

大
切
。
振
り
返
れ
ば
、
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
て
の
１
年
だ
っ

た
。
こ
こ
２
、３
カ
月
は
特
に

感
じ
て
い
る
。
新
年
度
は
立
場

を
逆
に
、
支
え
る
人
間
に
な
り

た
い
。（
及
川
）

▼
原
稿
締
め
切
り
直
前
に
、
ま

さ
か
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
り
、
周
囲
の
皆
さ
ん
に
大
変

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
い
つ
も
な
が
ら
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
新

年
度
は
計
画
的
に
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
千

葉
）

▼
３
、４
月
は
卒
業
や
入
学
、

転
勤
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
別
れ
と

出
会
い
が
あ
る
時
期
で
す
。
私

た
ち
は
取
材
で
た
く
さ
ん
の
出

会
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
出
会

い
は
偶
然
で
は
な
く
必
然
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
一
度
切

り
か
も
し
れ
な
い
」
と
胸
に
刻

み
、
今
後
も
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
田

代
）

　「背伸びしない『いつも通り』の撮影が結果につ
ながったと思います。自分たちの作品が認められ
てうれしい」と笑顔を見せる３人。
　「TopEye 全国高校生写真サミット 2017」は
２月３から５日まで、横浜市で開かれ、登米総合産
業高写真部が「エプソン賞」を受賞した。同サミッ
トは、中高生を対象に発行している写真部応援マ
ガジン「TopEye」で実施されている「フォトフォ
トサロン」コンテストの上位校が参加。
　サミットへの参加は１校３人。同コンテスト入
賞作品を撮影した平部長は確定。残り２人を、千坂
顧問、阿部顧問と平部長の３人で話し合った結果、
菅原さんと千葉さんが選ばれた。「部員全員頑張っ
ていますが、２人は感性も豊かで特に努力してい

ます」と千坂顧問。
　サミットでの共通テーマは「キズナ。横浜」。「初
めての経験で緊張すると思いましたが、部長の
リードでいつも通り楽しんで撮影できました」と
菅原さんと千葉さん。２日間で撮影した約800枚
の中から、菅原さんのものを２枚、千葉さんのもの
を１枚選んだ。平部長は「よいものを３点を選びま
した」と自分の作品にこだわらない。その結果が受
賞につながった。
　今回の受賞が「自信になった」というものの、「写
真で一番楽しいのは、イメージ通りのものが撮れ
たとき」と語る３人。３人と一緒に、部員全員が「一
番楽しい」瞬間を求め、今日もどこかでシャッター
を切っている。
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